
組織で取り組む

個別的な相談指導の推進

令和７年度学校給食食育推進リーダー研修会

茨城県下妻市立下妻中学校
栄養教諭 島田亜紀美

― 学校健康教育部の連携を通して ―



本日の内容

◆個別的な相談指導とは？
◆前年度の取組内容
◆専門研究部での取組
◆組織体制の整備
◆まとめ



個別的な相談指導は・・・

食に関する指導の手引
P２３４～
第６章 個別的な相談指導の進め方



全体指導で解決できないことを個別指導で解決！



個別的な相談指導の流れ



栄養教諭を中核とした全校体制（組織的対応）

個別的な相談指導の流れ
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何故必要なのか？

偏食、肥満、痩身、食物アレルギーなど

食に関する健康課題のある児童生徒

・児童生徒の食に関する課題に責任を
有する立場
・専門性を生かした課題の改善
・きめ細やかな指導助言と計画的・継
続的なかかわり
・学級担任・養護教諭・学校医等との
連携協働

栄養教諭に求められること

・栄養学等の専門的な知識に

基づいた対応

・栄養教諭の高い専門性

・学級担任等だけでは十分な

対応が困難

・他の教職員との連携

・他職種をつなぐコーディネーター

増加傾向

個別的な相談指導における

栄養教諭の必要性





課 題
○栄養教諭の職務内容や伸ばすべき能力についての都道府県の認識が統一されていない。

○個別的な相談指導に対する力の入れ方について、全国的にばらつきが生じており、充分に

行えていないという現状がある。

○命にかかわる事故が発生する可能性もある食物アレルギーを始め、児童生徒の食の課題

が多様化、急増する中、個別指導の重要性の認識浸透・栄養教諭のスキル向上は喫緊の

課題である。

好事例の事例発表会を実施（令和５年度～）

取組の横展開を図る。



食に関する健康課題対策支援事業（文部科学省）の実施体制

文部科学省

協議会事務局 事業推進委員会（会議4回）

アドバイザー総括
アドバイザー
１２名

再委託先グループ

都道府県教育委員会 実践校

6回程度

情報共有
1回/月

・事業の取組 ・方針決定
・全体研修会 ・フォローアップ研修
・事例発表会 ・事業進行管理
・事例集



下妻市の概要
◆下妻市
単独調理方式９校 センター方式３校
特産品・・・梨、米、きゅうり、チンゲンサイ、白菜、

いちご、とうもろこし、ローズポーク etc..
◆本校の概要
生徒数 490名
教職員数 53名
学級数 通常１５、特別５、SI、日本語教室

◆給食の運営
単独調理方式
栄養教諭１名
調理員６名



健康課題への取組体制

◆下妻市食育推進事業

全体指導…栄養教諭２名で発達段階に応じた

食育指導を１２小中学校の各学級

に対して実施

個別指導…各学校からの依頼を受けて実施

◆教育研究会学校健康教育部会

メンバー：保健主事、給食主任、養護教諭、栄養教諭

実施内容：①学区内の児童生徒の健康状況や食物

アレルギー、疾患などの情報共有

②健康教育関連の研修会を実施



本校生徒の実態
平日の朝食摂取割合 85％

給食残菜率 8.5％

肥満度20％以上の生徒の割合 13.5％

高度肥満（肥満度50%以上） 2.3％

肥満度－20％以下の生徒 4.0％

◎課題◎
「肥満」や「痩身」などの健康課題を抱えている生徒の割合が高い。



実態把握のために毎年実施していること



氏名、生年月日、性別、身長、体
重を入力すると、個人の肥満度や
EERなどが算出される。



⑵ 対象者の抽出・決定
No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10

年組 性別 1年1組
女

1年1組
男

1年4組
男

1年4組
男

2年3組
男

2年5組
男

3年2組
男

3年3組
男

3年5組
男

3年5組
女

4月の身体測定で
肥満度50％以上 52.5 102.5 58.8 68.0 75.2 55.8 67.4 88.6 60.2 68.2

60%～◎、60%未
満○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

食事抜きダイエッ
トをしていた △ 〇 ー △ △ △ 〇 △ △ ◎

保護者の同意と協
力が得られる ー × ー × △ △ △ × × ○

本人に意欲がある ○ × × △ × △ ○ △ △ ◎

担任が協力的 △ △ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

特記事項 運動部なの
で運動量で
の経過観察

医療機関受
診中

登校しぶり
小学生の妹
も不登校

家庭環境が
複雑

柔道部
90kg超級

登校しぶり
傾向

2学年まで校
内FS、3学年
より普通学級

外国籍
柔道の階級の
ため、体格維
持

柔道の階級の
ため、体格維
持

相談教室
在籍

判定 ○ ◎

今後に向けて 引き続き部
活動で様子
を見る

学校医、主
治医と要相
談

SCやSSW
との相談が
必須

本人の意欲
を高めるよ
うな働きか
けを継続

柔道での強
さを保つた
めの適正体
重の指導

本人の意欲
を高めるよ
うな働きか
けを継続

身体測定を定
期的に実施し、
経過観察

高校入試は柔
道の特色選抜
のため、要相
談

高校入試は柔
道の特色選抜
のため、要相
談

個別的な相
談指導を実
施



目的 肥満の改善

期間 令和6年10月21日（月）～12月13日（金） ２ヶ月間

⑶ 目的と期間

⑷ アセスメント
【身体状況】
中学３年女子 月経あり
身長 152.６㎝

体重 77.8kg

肥満度 6４.２％

・小学校4年の4月から中等度肥満
・小学6年4月から中学3年まで高度肥満
・中学1年11月から身長の伸びは無し
・中学１年から自己流ダイエットを繰り返
していた。

【成長曲線】 【肥満度曲線】



【身体状況の推移、生活習慣等】

聞き取り時期 区分 詳 細

令和6年
９月24日

生活習慣 ・母、妹（小６）、本人の3人暮らし
・起床時刻 平日7：00 休日7：00～9：00 ・就寝時刻 平日22:00～23：00 休日23：00～24：00
・排便 1日1回 毎日
・中１～３ 相談学級在籍
・週2回は午前中までで帰宅し、給食は週３回食べる。
・カウンセリングを月2回、定期的に受けている。
・通学…自転車で往復（片道15分）週５回 ・運動習慣無し ・移動教室無し

食習慣 ・朝食…平日7：20 休日8：00頃 9：00以降起床の場合は、朝食・昼食併せて１回にしてしまう。
・昼食…平日週3回は給食、平日2回と休日は、米飯と冷凍食品のおかず、カット野菜、惣菜を利用する。
・夕食…20：00以降喫食
・食事作りの担当は本人 ・食材の買い出しは母 （買う物は本人が伝えている）
・好き嫌い無し ・体重の増加を気にしていて、増えると主食（米飯）を減らす。
・給食は相談教室で喫食し完食する。おかわりはしない。
・買い置きの菓子はスナック菓子が多く、ほぼ毎日食べる。
・普通牛乳やヨーグルトをスナック菓子と併せて食べる。
・母の帰宅時刻20：００以降に夕食を摂るため、間食を多く摂ってしまう。



平
日
１
日
目

朝食 昼食（給食） 夕食 間食 栄養価

エネルギー
2218kcal

たんぱく質
75.9g

脂質
91.8g・菓子パン

・普通牛乳150mL

・ソフト麺240g
・ミートソース
・海藻サラダ
・ミニチーズ2個
・牛乳200mL

・サラダうどん
(冷凍うどん180g)
・餃子スープ
・緑茶

・チョコドーナツ1個

【食事調査】 調査法：平日2日間、休日2日間の写真記録及び食事写真の確認、聞き取り

休
日
１
日
目

朝食 昼食 夕食 間食 栄養価

エネルギー
1571kcal

たんぱく質
61.9g

脂質
67.1g

・ごはん120g
・卵焼き
・一口カツ
・さつま揚げの照り焼き
・ヨーグルト、牛乳

・ごはん130g
・納豆
・焼き餃子8個
・ゆで枝豆
・きのこと卵の味噌汁

・ポテトチップス
28ｇ袋

欠食



平
日
２
日
目

朝食 昼食（給食） 夕食 間食 栄養価

エネルギー
2735kcal

たんぱく質
94.4g

脂質
123.6g

・ごはん120g
・一口カツ
・卵焼き
・さつま揚げの照りマヨ焼き
・ひじき煮

・ごはん240g
・鶏肉の唐揚げ
・花野菜サラダ
・味噌汁
・牛乳200mL

・ごはん120g
・揚げ春巻き
・千切りキャベツ
・なめこの味噌汁
・ミニチーズ

・スコーン50g
・牛乳200ｍL

休
日
２
日
目

朝食 昼食 夕食 間食 栄養価

エネルギー
2342kcal

たんぱく質
93.7g

脂質
102.3g

・炊き込みごはん
150g

・卵焼き
・一口カツ
・牛乳

・エッグマフィン
・フライドポテト
・豚汁
・緑茶

・焼きそば
（蒸し中華麺200g）
・グラタン
・味噌汁
・緑茶

・ポテトチップス
30g
・ヨーグルト



4日間の栄養素等摂取量

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ｶﾙｼｳﾑ ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ 鉄 ﾋﾞﾀﾐﾝA ﾋﾞﾀﾐﾝB1 ﾋﾞﾀﾐﾝB2 ﾋﾞﾀﾐﾝC 食物繊維 食塩相当量

Kcal g g g mg mg mg ㎍RAE mg mg mg g g

2476 85.2 108 321 851 243 6.9 483 0.9 1.3 54 20 13.4

【平日２日間の平均】

【休日２日間の平均】

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ｶﾙｼｳﾑ ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ 鉄 ﾋﾞﾀﾐﾝA ﾋﾞﾀﾐﾝB1 ﾋﾞﾀﾐﾝB2 ﾋﾞﾀﾐﾝC 食物繊維 食塩相当量

Kcal g g g mg mg mg ㎍RAE mg mg mg g g

1956 77.8 85 244 640 250 8.0 467 1.2 1.5 75 19 9.6

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ｶﾙｼｳﾑ ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ 鉄 ﾋﾞﾀﾐﾝA ﾋﾞﾀﾐﾝB1 ﾋﾞﾀﾐﾝB2 ﾋﾞﾀﾐﾝC 食物繊維 食塩相当量

Kcal g g g mg mg mg ㎍RAE mg mg mg g g

2216 81.5 96 283 746 246 7.4 475 1.0 1.4 65 20 11.5

【４日間の平均栄養素摂取量】

「日本食品標準成分表（八訂）」に基づき算出



個人目標：２ヶ月で1.5kgの体重減量 77.8kg⇒76.3kg
肥満度 64.2％ ⇒⇒ 61.0％

【根拠】
中学1年から身長の伸びが止まっている。
体重は中学3年4月から9月までで自己流で減量を行い、2kg減少、9月中は体重維
持の状態。
実施期間が2ヶ月であり、－1.5kgでも無理がないと判断した。

目標設定案 身長（cm） 体重（kg） 肥満度（％）

－1kgの場合

152.6cm
変化なし

76.8 62.1

－1.5kgの場合 76.3 61.0

－2kgの場合 75.8 60.0

⑸ 個人目標の設定



①栄養補給計画

⑹ 相談指導計画

－180 kcal/日

【根拠】
60日間で1.5kg減量するには、
7200kcal×1.5kg÷60日＝180kcal

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ｶﾙｼｳﾑ ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ 鉄 ﾋﾞﾀﾐﾝA ﾋﾞﾀﾐﾝB1 ﾋﾞﾀﾐﾝB2 ﾋﾞﾀﾐﾝC 食物繊維 食塩相当量

Kcal g g g mg mg mg ㎍RAE mg mg mg g g

2030 78.0 78 290 800 250 7.0 475 1.0 1.4 70 20 12.0

方法案 エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物

ア 間食 240kcal⇒120kcalまでにする。
揚げ菓子は今までの半分のサイズにする。

－120kcal －2.3g －6.6g －13.7g

イ 揚げ物の回数を１日１回までにする。
揚げ物の回数 6/11回⇒4/12回

－67kcal +2g －6g －3g

ウ ドレッシング類をノンオイルに変える。 －52kcal ― －6.8g ＋2.6g

エ 自宅での主食（米飯）の増量
120g⇒140g

＋60kcal ＋1.0g ＋0.14g ＋14.8g

②栄養補給計画実現のための方法案



③行動計画
区分 行動計画

生徒

ア 間食 間食は1日に120kcalまでにする。

イ 脂質 主菜の揚げ物の回数を１日に１回までにする。

ウ 脂質 ドレッシング類をノンオイル和風ドレッシングに変える。

エ 主食 朝食に米飯140g、夕食に米飯140g食べる。

その他 毎日入浴前（夕食前）に体重を測り、記録する。

区分 行動計画

保護者

ア 間食
120kcalまでにするため、スナック菓子は20gサイズを購入。
スナック菓子の他、常備するおやつはこんにゃくゼリーにする。

イ 脂質 冷凍おかずの買い置きを春巻きから焼き餃子とポーク焼売へ変更する。

ウ 脂質 ノンオイル和風ドレッシングを購入する。

エ 主食 朝食に米飯140g、夕食に米飯140g食べていることを確認する。

その他 入浴前（夕食前）体重の計測記録を確認する。



④栄養教育計画
月日 時間 場所 対象 内容 準備物 学校 評価・目指す姿

課題ア
イウに
対して

10月21日 昼休み
放課後

保健室
電話連絡

生徒
保護者

・体重測定・行動記録表の記入について
・主食（炭水化物）の役割
・たんぱく質、脂質の役割
・1日のエネルギーの適正量
・ドレッシングの脂質、エネルギー量について

がんばりカード
成長曲線図
食事の摂り方例
（ｽｹｯﾁﾌﾞｯｸへ貼付）

栄養教諭
養護教諭

・成長曲線を見て現状
を理解したか。
・適切な食事量を理解
できたか。
・保護者の理解が得られ
たか。

ア 10月23日 業間休み 相談室５ 生徒 ・間食の役割、エネルギー量の確認
の方法

市販菓子、油量ｻﾝﾌﾟﾙ
おやつカード

栄養教諭 ・おやつの表示の確認方
法が理解できたか。

イ 10月30日 業間休み 相談室５ 生徒 ・調理方法別のエネルギー量の違い
・調理方法の工夫

リーフレット
（ｽｹｯﾁﾌﾞｯｸへ貼付）

栄養教諭 調理法によってエネルギー
量が変わることが理解でき
たか。

イウエ 11月1週目 給食時 相談室５ 生徒 ・給食のエネルギー、栄養素、栄養価
・1食分の目安量（具体的な量）

タブレット端末
リーフレット
（ｽｹｯﾁﾌﾞｯｸへ貼付）

栄養教諭
相談室担当

給食をモデルに1食分の目
安量を理解できたか。

アイウ 11月2週目 業間休み 相談室５ 生徒 ・体重測定状況、行動記録の確認
・課題の共有、行動計画の見直し

がんばりカード
タブレット端末

栄養教諭 行動計画は実行しやすいも
のになったか。

三者面談後 保健室 生徒、保護者 ・体重測定状況と行動記録状況について
今後の見通しについて

がんばりカード
成長曲線図
タブレット端末

栄養教諭
養護教諭

行動計画の進捗状況は好
調か。
目標設定日までの今後の
見通しが立っているか。

イエ 11月下旬 5校時 相談室５ 少人数教室在籍
３年

・受験期の食事
・朝食の重要性

パソコン
大型モニター
ワークシート

栄養教諭
相談室担当

試験日に向けて食生活の
改善に意欲が持てたか。

イウ 12月上旬 5校時 相談室５ 少人数教室在籍
生徒

・中食や外食を上手に活用する方法
・野菜の活用方法

パソコン
大型モニター
ワークシート

栄養教諭
相談室担当

お弁当や惣菜の選び方を
理解できたか。

アイウ
エ

12月中旬 放課後 保健室 生徒、保護者 成長曲線、肥満度曲線の推移状況
食事管理の継続について

がんばりカード
成長曲線図

栄養教諭
養護教諭

行動計画を実施し、目標が
達成できたか。



担当 時期 場所 内容

栄養教諭

毎週金曜日 相談教室 ・がんばりカードで進捗状況の確認

週3 月水金 相談教室 ・給食時間における喫食状況の確認

毎週金曜日 相談教室 ・食事分析結果の提示、食事例の提案

随時 ― ・各種資料の作成

随時 ― ・デジタル教材の作成

毎週電話 保健室 ・保護者との連絡・連携

養護教諭

毎週金曜日 保健室 ・身体測定

随時 保健室 ・成長曲線の作成、栄養教諭との情報共有

毎週金曜日 保健室 ・メンタル面の変化、意識等の聞き取り

毎週電話 保健室 ・保護者との連絡・連携

相談学級担当者
毎日登校時～ 相談教室 ・意識変化の聞き取り、健康観察

毎週水曜日 相談教室 ・進路相談

学級担任、学年職員 毎日の給食時 教室 ・給食配食量のチェック

SC、SSW 第1、第3水曜日 カウンセリング室
・家庭環境や生活面の聞き取り
・意識等の聞き取り
・栄養教諭、養護教諭との情報共有

⑤連携についての計画



初回：現状の食事の課題の共有

⑺ 相談指導の実施



「がんばりカード」の記録



おやつのエネルギーについて 調理法の違いによるエネルギーと脂質の違い



エネルギー・脂質の表示と食品選択について 主食（炭水化物）の大切さについて



受験期の食事、中食の活用



モニタリングの状況

・相談指導実施1週目～2週目にかけて、家庭内で
のトラブル発生のため、食欲不振に陥り、欠食
が続き、体重減少が顕著に見られた。欠食が続
かないように、米飯や納豆、インスタントの汁
物だけでもよいので、すぐ準備して食べられる
ものを食べるように指導した。

・11月2週目以降、間食を休日2日間のみ食べる
習慣ができはじめ、1週間の 平均が80kcal以
下になったため、自宅での主食140gを測って
食べるのを習慣化するように指導した。しかし、
本人は、体重が増えてしまうのを恐れて、
120g→140gへの増量は困難だった。

・11月4週目に三者面談があり、本人と保護者、
養護教諭、栄養教諭の4名で相談指導を実施す
ることができた。高校への進路決定でストレス
が生じ、食欲不振が続いたことで、便秘になっ
ていた。食事調査で朝食時に副菜を摂れないこ
と、自宅での米飯の量が120gなので、水分や
食物繊維が不足している可能性があることを伝
えた。

・12月1週目に、便秘と週明けの腹痛が気になっ
たため、医療機関を受診し、整腸剤を処方され
た。食事では、水分不足、主食（炭水化物）の
不足が考えられたので、冬季の水分補給につい
て指導した。

行動の記録と指導内容のメモ

空白は計測
忘れ

計画より体重の変化が激しかった時や、学校行
事など、日常と変わった事が生じた時に、対象者へ
指導した内容や手立てを記録した。



行動計画 実施率％

生
徒

ア 間食 120kcalまでにする。
イ 揚げ物 主菜の揚げ物の回数を１日に１回までにする。
ウ ドレッシング・マヨネーズを全てノンオイル和風ドレッシングに変える。
エ 主食（米飯）朝食に米飯140g、夕食に米飯140g食べる。
その他 毎日入浴前（夕食前）に体重を測り、記録する。

62.5
72.9
66.7
47.9
87.5

保
護
者

ア 間食 120kcalまでにするため、スナック菓子は20gサイズを購入。
スナック菓子の他、常備するおやつはこんにゃくゼリーにする。

イ 揚げ物 冷凍おかずの買い置きを春巻きから焼き餃子とポーク焼売へ
変更する。

ウ ドレッシング類 ノンオイルドレッシングを購入する。
エ 主食（米飯）朝食に米飯140g、夕食に米飯140g食べる。
その他 毎日入浴前（夕食前）体重の計測記録を毎日確認する。

72.9

79.2

１００
31.3
87.5

行動計画達成状況



【身体状況】
身長 152.6cm

体重 74.0kg

肥満度 56.2％

身長の伸びはなし。
月経異常なし。

【成長曲線】
⑻ 再アセスメント

【肥満度曲線】



生活習慣や食習慣の聞き取り

聞き取り時期 区分 詳 細

令和6年
１２月１３日

生活習慣 ・起床時刻 平日6：30 休日7：00～9：00
・就寝時刻 平日22:00～23：00 休日23時頃
・排便状況…便秘があり、医療機関を受診し、便秘薬を処方された。
・週2回は午前中までで帰宅し、給食は週３回食べる。
・通学状況は変化なし。
・週1回、休日に家の周りを散歩したり、縄跳びをしたりしている。

食習慣 ・朝食は、平日７時に食べる。欠食なし。
・昼食は、平日３日は給食、平日２日と休日は米飯と冷凍食品のおかず、カット
野菜を利用する。冷凍おかずは焼き・蒸し調理品を常備している。
・間食は、平日は食べていない。（０回/５回）
・間食は、休日２日間とも食べる。（２回/２回）
・間食には、果物やこんにゃくゼリーを食べる。
・自宅での米飯は120g程度。（変化なし）



平
日
１
日
目

朝食 昼食（給食） 夕食 間食 栄養価

なし エネルギー
2013kcal

たんぱく質
89.6g

脂質
57.1g

・他人丼
(ごはん120g)
・冷や奴
・けんちん汁
・緑茶

・ごはん240g
・厚焼き卵
・おひたし
・肉じゃが
・牛乳200ｍL

・ごはん50g
・つけ麺180g
・肉団子1個
・鶏肉唐揚げ1個
・野菜のそぼろ煮
・キャベツサラダ

なし

休
日
１
日
目

朝食 昼食 夕食 間食 栄養価

エネルギー
1956kcal

たんぱく質
83.7g

脂質
57.7g・ごはん130g

・ふりかけ
・卵焼き
・ジョア

・つけ麺300g
・味噌つけ汁
・ゆで卵

・ごはん220g
・牛丼の具（並）
・おろしポン酢

・みかん
・牛乳200ｍL

【食事調査】 調査法：平日2日間、休日2日間の写真記録及び食事写真の確認、聞き取り



平
日
２
日
目

朝食 昼食（給食） 夕食 間食 栄養価

なし エネルギー
1866kcal

たんぱく質
77.1g

脂質
5９.1g

・ごはん140g
・納豆
・茶碗蒸し
・千切りキャベツ
・水

・ごはん240g
・白身魚フライ
・ひじき煮
・なめこの味噌汁
・普通牛乳200ｍL

・ごはん140g
・納豆
・鶏肉ともやしの炒め物
・千切りキャベツ

なし

休
日
２
日
目

朝食 昼食 夕食 間食 栄養価

エネルギー
1４００kcal

たんぱく質
57.7g

脂質
15.9g・わかめおにぎり

1個（コンビニ）
・飲むヨーグルト

・うどん(乾麺70g)
・そば(乾麺50g)
・つけ汁
・鶏肉のスタミナ焼き
・水

・ごはん120g
・焼きそば100g
・味噌田楽
・千切りキャベツ
・トマト
・かき玉汁

・こんにゃくゼリー
4個



4日間の栄養素等摂取量

【平日２日間の平均】

【休日２日間の平均】

【４日間の平均栄養素摂取量】

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ｶﾙｼｳﾑ ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ 鉄 ﾋﾞﾀﾐﾝA ﾋﾞﾀﾐﾝB1 ﾋﾞﾀﾐﾝB2 ﾋﾞﾀﾐﾝC 食物繊維 食塩相当量

Kcal g g g mg mg mg ㎍RAE mg mg mg g g

1939 83.3 58 284 586 310 9.5 520 1.2 1.5 88 29 10.6

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ｶﾙｼｳﾑ ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ 鉄 ﾋﾞﾀﾐﾝA ﾋﾞﾀﾐﾝB1 ﾋﾞﾀﾐﾝB2 ﾋﾞﾀﾐﾝC 食物繊維 食塩相当量

Kcal g g g mg mg mg ㎍RAE mg mg mg g g

1678 70.7 37 286 451 182 5.8 283 0.5 1.3 39 18 9.9

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ｶﾙｼｳﾑ ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ 鉄 ﾋﾞﾀﾐﾝA ﾋﾞﾀﾐﾝB1 ﾋﾞﾀﾐﾝB2 ﾋﾞﾀﾐﾝC 食物繊維 食塩相当量

Kcal g g g mg mg mg ㎍RAE mg mg mg g g

1809 77.0 47.4 285 519 246 7.7 401 0.8 1.4 63 20 10.2

「日本食品標準成分表（八訂）」に基づき算出



アセスメント 再アセスメント① 個人目標② 増減①－②

身長（㎝） 152.6 152.6 152.6 ―

体重（㎏） 77.8 74.0 76.3 －2.3

肥満度（％） 64.2 56.2 61.0 －4.8

① 成果評価（アウトカム）
評価：1

⑼ 個人評価

【評価基準】1：達成できた 0：達成できなかった



② 活動評価（アウトプット）
【評価基準】4：できた 3：おおむねできた 2：あまりできなかった 1：できなかった

項目 評価 内 容

スクリーニンク゛ 4
健康課題と食生活に関する知識が乏しい生徒を抽出して指導を実施した結果、生活習慣を改
善することができた。

ア
セ
ス
メ
ン
ト

現状把握 4 生活習慣や家庭環境など様々な情報を把握することができた。

課題抽出 4 食習慣と食事調査の内容から、対象者が抱える課題を明確に抽出することができた。

個人目標の設定 3
目標は2か月で1.5㎏減だったが、食欲不振の期間があったり、間食をしない機会が増えたり
して、早い段階で目標を達成することができた。

栄養補給計画 4 ‐180kcalの方法案を食品と関連付けて具体的に提案し、行動計画に反映することができた。

行動計画 4 生徒、保護者ともに負担が少ない計画を立案することができた。

栄養教育計画 3
生徒は午前中しか登校しない日があるので、基本的に毎日声掛けをした。相談指導は長い時
間を確保できなかったので、休み時間等を活用した。

連携計画 4 養護教諭、管理職、担任、SSW等と連携し、組織的に取り組むことができた。



② 活動評価（アウトプット）

【評価基準】4：できた 3：おおむねできた 2：あまりできなかった 1：できなかった

項目 評価 内 容

個人情報の管理 4 個人情報を管理する環境が整った状況で、データ入力等を行うことができた。

モニタリング 3
家庭内でのトラブルがあり、相談指導自体が継続不能になりそうだったが、連携
体制を整えたことで、状況に応じて適切な指導助言ができた。

再
ア
セ
ス
メ
ン
ト

現状把握 4
アセスメントと同様に、食事と生活習慣、家庭環境の現状を詳しく聞き取ること
ができた。

課題抽出 3
アセスメントからの変化を読み取り、現状と課題を抽出し、対象者の将来に向け
た今後の提案をすることができた。



成果
個別指導における校内体制を整え、多様な教育の専門性を有する教職
員の他、SC、SSW、地域と連携したことで、対象者の家庭環境や生活習
慣を細かく把握し、組織的・継続的な教育を実施することができ、サポート
を中断することなく、目標を達成することができた。

肥満や痩身などの健康問題を抱える生徒は、心因的問題や家庭環境
の不安定さをもつ場合が多く、学級担任や学年担当者の他、SCや
SSWとの連携が不可欠である。次年度以降も「チーム下中」として個
別的な相談指導を継続し、児童生徒一人一人の健康保持・増進に努め
たい。

今後の課題



個別指導マニュアルの作成



黄色のセルは
直接入力します。

プルダウンで
選ぶ項目も

薄い黄色のセルは、
値があれば入力します。



３.予測値の記入
現在の生活習慣を継続した場合、将来的にどのような変化
が予想されるかを具体的に記入してください。

１.身体測定の結果を記入
•最新の身体測定結果（身長・体重など）をシートに記入します。
•肥満度も計算し、記載します。

２.成長曲線・肥満度曲線の差し替え
•使用可能な作成ソフトを使って、成長曲線や肥満度曲線を作
成します。
•作成したグラフをプロットし、シートに差し替えてください。





相談会・研修会の実施



模擬事例を使った研修会



主題設定の理由

前年度までの体制

栄養教諭・養護教諭・学級担任のみの関わり

組織の構築

管理職、保健主事、体育主任、部活動主任、SC、SSW、地域・・・

多様な職員からの支援、継続的な指導の実現



組織的な校内体制
⑴ 健康課題対策プロジェクトチームの結成

４月

• 身体測定結果から養護教諭と一緒に個別的な相談指導が必要な生徒を抽出

• 個別的な相談指導を組織的に取り組みたい旨を管理職へ相談

６月

• 個別指導対象者を数名に絞り、候補者とした。

• 給食時の様子、学校での様子を観察

８月

• 第１回学校保健安全委員会にて、個別的な相談指導の推進について説明

• 学校保健委員会構成メンバーへ協力を要請

９月

• 教育支援部会へ相談

• スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーとの連絡経路を確保



保護者 対象生徒

管理職
指導体制の整備と指導方針の決定保健主事

個別指導対応委員会
の開設 養護教諭

健康診断結果から課題の
ある生徒の抽出
成長曲線の作成
発育の評価

メンタル面のサポート

学級担任
日々の学校生活・給食時
の生徒の実態把握

体育主任
部活動担当

保健体育、部活動等の活
動実態把握

SC・SSW
スクールカウンセリング、メ
ンタル面のサポート

給食室

調理員
給食配食量
の配慮

栄養教諭

健康課題がある生徒の抽出
アセスメント

相談指導計画作成
相談指導の実施
再アセスメント・評価

教育委員会

（報告・指導助言）

〈地域の関係機関〉
スクールサポートセンター
保健センター
健康づくり課

医療機関

（連携・地域活動）

相談教室担任
日々の学校生活・給食時の

生徒の実態把握



食生活アンケートで予備調査
「個別的に相談することが可能」と
いうことを知らせる。



体格や健康、食事で悩んでいる内容を
把握し、ミールラウンド時に活用。

「相談してみたい」「少し興味がある」と答えた人
が、健康課題を抱えているかどうか把握できる。



児童生徒全体の実態から健康課題を見極める

朝食・夕食・間食の状況は？

給食残菜率は？ 出席率は？

核家族？ 祖父母同居？ 外国籍？

ひとり親世帯が多い？

都会？ 田畑、山が多い？ 海沿い？

給食で命を繋いでいる？

・・・etc

肥満度20％以上の生徒の割合 ○％

高度肥満（肥満度50%以上） ○％

肥満度－20％以下の生徒 ○％



対象者の抽出（スクリーニング）

給食時の対象候補者を観察

※写真はイメージです。



◆校内体制の整備、「チーム個別指導」
管理職、養護教諭、保健主事等で構成された「学校保健安全委員会」「校内アレルギー対策委員
会」など、既存の組織をもとに体制を整える。

◆年間指導計画に「個別的な相談指導」の計画を加える
健康診断・身体測定の時期とリンクさせる。

◆自己研鑽、スキルアップ
個別指導関連の研修会はもちろん、カウンセリング、コーチング、ナッジ理論、小児栄養、
臨床栄養学、スポーツ栄養学、栄養マネジメント、生化学・・・
知識も引き出しも、たくさんあった方がいい！情報も常に更新し、スキルを磨きましょう。

◆まずは年間に1人を目標に実施しましょう
職務は個別指導以外のことがたくさんあり、時間の確保が困難。無理せず、まずは1人から！

◆報告・連絡・相談・確認 特に「相談」
最初の一歩はハードルが高い。なので、、、
栄養教諭1人で悩まず、まず管理職に、養護教諭に、保健主事に、給食主任に、学年の先生に、、、
近隣の栄養教諭に相談してみましょう。



まずは『気になる子』1人から始めよう
★年齢、性別、体格、活動に見合った食べ方・知識
個人に合った食べ方は一人一人異なる

★自分自身の健康を！
指導者が健康でないと説得力ゼロ！
子どもにとって理想の『健康モデル』であれ！

★長い目で見た健康のために
短期間では変えられないが、
「きっかけ作り」はサポートできる


